
令和３年度 第３回古賀市男女共同参画審議会会議録 

〇日時：令和 3年 9月 8日（水） 10時 00分～12時 00分 

 

〇場所：古賀市役所 206会議室 

 

〇傍聴者：0名 

 

〇出席者 

・委員（五十音順・敬称略）： 

魚谷、小田邊、倉富、阪井、中西、松尾、松本（正）、松本（留）、吉村（計９名）、 

欠席１名（敬称略）:木庭 

・事務局：市民部長、人権センター課長、男女共同参画・多様性推進係係長、同係員 

・NPO法人福岡ジェンダー研究所職員 

〇配布資料 

・資料１：第 2次古賀市男女共同参画計画後期実施計画の成果と課題について 

・資料２：第 3次古賀市男女共同参画計画の体系（案）について 

・資料３：第 3次古賀市男女共同参画計画の骨子（案）について 

・資料４：第 4回古賀市男女共同参画審議会日程調整表 

 

１． 開会あいさつ 

市民部長よりあいさつ 

   

２． 内容 

 （１）事務局より第 2次古賀市男女共同参画計画後期実施計画の成果と課題について説明 

    配布資料１をもとに説明 

 （２）事務局より第 3次古賀市男女共同参画計画の体系（案）について説明 

    配布資料２をもとに説明 

   (３) 事務局より第 3次古賀市男女共同参画計画の骨子（案）について 

    配布資料３をもとに説明 

  （４）委員からの質問等 

        委 員：実施した事業はほぼ評価４、評価３の結果となり、課題はあるが、第 2次後

期実施計画はほぼほぼ達成できた。第 3次計画はこれらの課題を踏まえつつ、

現計画を踏襲すると理解していいか。 

    事務局：その通りである。 

    副会長：ヒアリングの対象者はだれになっているか。 

    事務局：主に各事業の推進を担当している係長である。 



    委 員：現状の把握にアンケート調査を用いるが、担当者がどこまで見えているかは

調査の結果に大きな影響を与えている。しかし、今まで実施してきたことを

次の計画に繋げていく場合、担当者の主観的な評価より、各担当課において、

基本政策の推進の現状を把握したうえで、課題を明確化して、次期計画では

どう解決するかという検証が重要ではないか。 

    事務局：客観性を保つため、第三者機関と一緒に担当者ヒアリングを実施した。事業

の実施回数や実施した際のアンケート調査、目標値の達成度など、数字を用

いて、担当係長は計画の進捗状況を客観的に評価していると思う。ヒアリン

グの中でも、できていない事業や実施したがこのような課題が残っているな

ど、率直な意見を述べている。ご指摘の部分はとても重要な視点だと理解し

ている。 

    副会長：古賀市男女共同参画の実態はいい方向に行っていることはわかるが、評価１、

評価２について、主管課でその原因を再度分析する必要があるのではないか。 

    事務局：担当課のほうでも再検討する。 

    委 員：第 2次後期計画を四段階評価で評価し、分かりやすかった。次の計画を考え

る上で、出来ていない部分を重点的に考えればいいと思ったが、評価１と評

価２が非常に少なく、そして評価３と評価２の差も極端であることから、評

価３に対しても、どのような改善が必要か、次の計画を考えるうえで必要で

はないかと思う。 

    会 長：第 2次の後期計画にはないが、LGBTの取組が実際行われているので、第 3次

計画のどの部分に政策として入れるか、考える必要がある。 

    委 員：第 3次古賀市男女共同参画計画は、市の基本計画そして県の計画との整合性

はどうなっているか。 

    事務局：市の基本計画、及び県の基本計画との整合性を取れている。 

    委 員：県と違って、古賀市独自で力をいれている部分はどこか。LGBTの部分であろ

か。 

    事務局：多様性もそうであるが、アンコンシャスバイアス、無意識の思い込みという

視点を取り入れたいと考えている。 

    委 員：男女共同参画と LGBT、組織的にどのような位置付けになっているか。ほかの

市町村を先駆けて、LGBTの取組に市は非常に力を入れており、またオリンピ

ックで多様性を提唱されている今、男女共同参画や多様性に対する取組を古

賀市として発信するとき、先進的な部分をアピールしてもいいではないか。 

    事務局：組織に関しては、主管係は人権センターの中に位置づけしているが、男女共

同参画の推進に関わる各事業は全庁あらゆる部署で取り込んでいる。男女共

同参画の計画ではあるが、多様性を認め合うという部分も含めて、計画の意

識形成の部分に入れておきたいと考えている。 

    委 員：男女という日本語ではなく、多様性に置き換えるという流れでいえば、男女



平等をジェンダー平等に言い換えることが第３次計画の表現のひとつの選

択肢だと思う。ただ、男女という表現をすべてジェンダーに置き換えること

ができない部分もある。 

    会 長：今のご指摘はとても大事なことである。先の説明にある「あらゆる暴力」も

ジェンダーにもとづく暴力を指す。ここに LGBT への暴力も包括している。

ジェンダー平等を次の十年間を考えると、とても大事なキーワードだと思う。

使える所は言い換えた方がいい。         

    事務局：ご意見を踏まえて、次回の審議会で第 3次古賀市男女共同参画計画の体系を

お示ししたい。 

  

３．事務局からの連絡事項 

  次回開催日程の連絡について 

報酬・費用弁償の支払いについて 

会議録について 

 

４． 閉会 


